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1．経営成績等の概況 

1）当四半期連結累計期間の経営成績・財政状態の概況 

（1）経営成績の概況 

［売上収益、利益の状況］ 

〇 当第 2 四半期連結累計期間（2017 年 4 月 1 日～2017 年 9 月 30 日）の連結業績は、

次のとおりとなりました。 

売 上 収 益 2,850 億 73 百万円 ( 前年同期比  5.6％増 ） 

営 業 利 益 277 億 33 百万円 ( 同 28.1％減 ） 

税 引 前 四 半 期 利 益 274 億 44 百万円 ( 同 28.0％減 ） 

四 半 期 利 益 203 億 58 百万円 ( 同 31.2％減 ） 
親会社の所有者に帰属する四半期利益 188 億 20 百万円 (    同 32.6％減 ） 

 

○ 売上収益は、抗がん剤「ハラヴェン」、「レンビマ」（欧州における腎細胞がんに係る製品

名「Kisplyx」）、ヒト型抗ヒト TNFαモノクローナル抗体「ヒュミラ」および抗てんかん剤

「フィコンパ」（英名「Fycompa」）が拡大したことにより、全体では 2,850 億 73 百万円（前

年同期比 5.6％増）となりました。 

セグメント別には、日本医薬品事業をはじめとして、すべてのセグメントで増収となりまし

た。中国、EMEA およびアジア医薬品事業はそれぞれ二桁成長を果たしました。 

グローバルブランド 4 品目合計では、前年同期から 25.9％増の 435 億 34 百万円となり

ました。4 品目の内訳は、「ハラヴェン」が 201 億 97 百万円、「レンビマ」が 147 億 30 百

万円、「フィコンパ」が 66 億 36 百万円、肥満症治療剤「Belviq」が 19 億 71 百万円でし

た。 

○  営業利益は、増収により売上総利益が増加した一方、βサイト切断酵素阻害剤

「E2609」などのアルツハイマー病領域およびがん領域の開発テーマへの積極的な研

究開発投資を行ったほか、前年同期に EA ファーマ株式取得に伴う一時収益（割安購

入益）を計上した反動により、277 億 33 百万円（前年同期比 28.1％減）となりました。 

〇 四半期利益は、203 億 58 百万円（前年同期比 31.2％減）、親会社の所有者に帰属す

る四半期利益は、188 億 20 百万円（同 32.6％減）となりました。 

〇 基本的 1 株当たり四半期利益は、65 円 78 銭（前年同期より 31 円 82 銭減）となりまし

た。 

〇 四半期利益にその他の包括利益を加減した四半期包括利益は、321 億 49 百万円とな

りました。 

 

［セグメントの状況］ 

（各セグメントの売上収益は外部顧客に対するものです） 

当社グループは、セグメントを医薬品事業とその他事業に区分しており、医薬品事業を

構成する日本(医療用医薬品、ジェネリック医薬品、一般用医薬品等)、アメリカス(北米、中

南米)、中国、EMEA(欧州、中東、アフリカ、オセアニア) 、アジア(韓国、台湾、香港、インド、

アセアン等)の 5 つの事業セグメントを報告セグメントとしています。 

 

＜日本医薬品事業＞ 

○ 売上収益は 1,508 億 78 百万円（前年同期比 0.8％増）、セグメント利益は 556 億 48

百万円（同 0.5％増）となりました。売上収益の主な内訳は、医療用医薬品が 1,262 億
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66 百万円（同 0.3％減）、ジェネリック医薬品が 136 億 15 百万円（同 0.7％増）、一般用

医薬品等が 109 億 86 百万円（同 15.1％増）でした。 

○ 品目別売上収益については、ニューロロジー領域で、ファイザー社と共同販促を展開

している疼痛治療剤「リリカ」の共同販促収入が 131 億 72 百万円（前年同期比 10.8％

増）、不眠症治療剤「ルネスタ」が 50 億 6 百万円（同 32.2％増）と順調に拡大しました。

また、前年同期に新発売した「フィコンパ」は 7 億 39 百万円（同 283.5％増）と拡大しま

した。アルツハイマー型認知症治療剤「アリセプト」は、132 億 55 百万円（同 19.2％減）

となりました。オンコロジー領域では、「ハラヴェン」が 47 億 3 百万円（同 18.2％増）、「レ

ンビマ」が 15 億 19 百万円（同 10.5％増）と高い成長を維持しました。さらに、「ヒュミラ」

は 218 億 13 百万円（同 15.1％増）と大幅に拡大しました。 

○ 2017 年 4 月、「チョコラ BB ゴールドリッチ」を新発売しました。 

○ 2017 年 6 月、「リリカ OD 錠」（OD 錠：口腔内崩壊錠）を新発売しました。 

○ 2017 年 9 月、「イータック抗菌化スプレーα」を新発売しました。 

 

＜アメリカス医薬品事業＞ 

〇 売上収益は、579 億 60 百万円（前年同期比 1.9％増）、セグメント利益は 197 億 34 百

万円（同 13.9％増）となりました。 

○ 品目別売上収益については、ニューロロジー領域で、抗てんかん剤「Banzel」が 79 億

67 百万円（前年同期比 25.3％増）、「Fycompa」が 31 億 75 百万円（同 39.2％増）、

「Belviq」が 19 億 71 百万円（同 20.1％増）とそれぞれ大幅な成長を果たしました。オン

コロジー領域では、「レンビマ」が 100 億 82 百万円（同 45.6％増）と大幅な成長を維持

する一方で、制吐剤「Aloxi」が 214 億 50 百万円（同 11.1％減）、「ハラヴェン」が 83 億

77 百万円（同 0.6％増）となりました。 

○ 2017 年 6 月、ブラジルにおいて「レンビマ」を新発売しました。 

 

＜中国医薬品事業＞ 

〇  売上収益は、279 億 55 百万円（前年同期比 19.7％増）、セグメント利益は 84 億 8 百

万円（同 14.0％増）となりました。 

○ 品目別売上収益については、末梢性神経障害治療剤「メチコバール」が 101 億 97 百

万円（前年同期比 16.3％増）、肝臓疾患用剤・アレルギー用薬「強力ネオミノファーゲ

ンシー/グリチロン錠」が 47 億 77 百万円（同 18.9％増）、「アリセプト」が 35 億 29 百万

円（同 20.5％増）と大幅な成長を果たしました。 

 

＜EMEA 医薬品事業＞ 

〇 売上収益は、211 億 55 百万円（前年同期比 16.4％増）、セグメント利益は 72 億 92 百

万円（同 3.7％減）となりました。 

○ 品目別売上収益については、ニューロロジー領域で、抗てんかん剤「Zebinix」が 26 億

14 百万円（前年同期比 53.7％増）、「Fycompa」が 24 億 42 百万円（同 16.3％増）と大

幅な成長を確保する一方、抗てんかん剤「Zonegran」は 21 億 68 百万円（同 22.9％減）

となりました。オンコロジー領域では、「レンビマ/Kisplyx」が 26 億 5 百万円（同 118.2％

増）と大幅に拡大し、「ハラヴェン」が 58 億 28 百万円（同 9.6％増）と高い成長を果たし

ました。 
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＜アジア医薬品事業＞ 

〇 売上収益は、212 億 2 百万円（前年同期比 24.3％増）、セグメント利益は 65 億 99 百万

円（同 39.1％増）となりました。 

○ 品目別売上収益については、「ヒュミラ」が 60 億 7 百万円（前年同期比 26.7％増）、「ア

リセプト」が 58 億 27 百万円（同 22.0％増）、プロトンポンプ阻害剤「パリエット」が 21 億

40 百万円（同 24.5％増）と大幅に拡大しました。 

○ 2017 年 4 月にマレーシア、同年 5 月にフィリピンおよびインドにおいて「レンビマ」を新

発売しました。 

○ 2017 年 9 月にインドにおいて「Fycompa」を新発売しました。 

○ 2017 年 9 月に台湾において「チョコラ BB プラス」を新発売しました。 

 

（2）財政状態の概況 

［資産等の状況］ 

○  資産合計は、売上収益の増加に伴い営業債権及びその他の債権が増加したことによ

り、1 兆 345 億 82 百万円（前期末より 38 億 18 百万円増）となりました。 

○ 負債合計は、営業債務及びその他の債務が減少したことにより、4,224 億 83 百万円

（前期末より 56 億 90 百万円減）となりました。 

○ 資本合計は、円安により為替換算差額が増加したことにより、6,120 億 99 百万円（前期

末より 95 億 8 百万円増）となりました。 

○ 以上の結果、親会社所有者帰属持分比率は 57.3％（前期末より 0.6 ポイント増）とな

りました。 

 

［キャッシュ・フローの状況］（2017 年 4 月 1 日～2017 年 9 月 30 日） 

○ 営業活動から得たキャッシュ・フローは、125 億 92 百万円の収入（前年同期より 142 億

8 百万円減）となりました。税引前四半期利益は 274 億 44 百万円、減価償却費は 128

億 33 百万円でした。 

○ 投資活動によるキャッシュ・フローは、95 億 90 百万円の支出（前年同期は 130 億 16

百万円の収入）となりました。資本的支出等 (注 )は 87 億 56 百万円でした。 

○ 財務活動によるキャッシュ・フローは、166 億 75 百万円の支出（前年同期より 18

億 46 百万円の支出増）となりました。配当金の支払いは 228 億 93 百万円でした。 

○ 以上の結果、現金及び現金同等物の残高は、1,764 億 81 百万円（前期末より 102 億

95 百万円減）となりました。 

○ なお、営業活動によるキャッシュ・フローから資本的支出等を差し引いたフリー・キャッ

シュ・フローは、38 億 36 百万円となりました。 

（注）金融資産の取得による支出および金融資産の売却・償還による収入を資本的支出等の算定式に

含めています。 

 

（3）研究開発などの状況 

［開発品の状況］ 

○ 抗がん剤「ハラヴェン」（一般名：エリブリン） 

 乳がんに係る適応において、日本、米国、欧州、アジア等の 60 カ国以上で承認を取

得しています。 
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 脂肪肉腫（日本では悪性軟部腫瘍）に係る適応において、日本、米国、欧州、アジア

等の 45 カ国以上で承認を取得しています。 

 2017 年 6 月、中国における乳がんに係る適応の新薬承認申請について、規制に従

い申請を一旦取り下げました。追加の臨床試験を実施する予定はなく、追加資料提

出の準備が整い次第、再申請を行う予定です。 

 転移性トリプルネガティブ乳がんを対象とした Merck & Co., Inc., Kenilworth, NJ, 

USA の抗 PD-1 抗体ペムブロリズマブとの併用療法に関するフェーズⅠ/Ⅱ試験が米

国において進行中です。 

 HER2 ネガティブ乳がんを対象とした、Halozyme Therapeutics Inc.（米国）が開発中

の PEG 化遺伝子組換えヒト型ヒアルロン酸分解酵素 PEGPH20 との併用療法に関す

るフェーズⅠ/Ⅱ試験が米国において進行中です。 

○  抗がん剤「レンビマ」（一般名：レンバチニブ、欧州における腎細胞がんに係る製品名：

「Kisplyx」） 

 甲状腺がんに係る適応において、日本、米国、欧州、アジア等の 50 カ国以上で承認

を取得しています。 

 腎細胞がん（セカンドライン）を対象とした、エベロリムスとの併用療法に係る適応にお

いて、米国、欧州等の 40 カ国以上で承認を取得しています。 

 2017 年 6 月に日本、同年 7 月に米国と欧州、同年 10 月に中国で、肝細胞がんに係

る適応において承認申請を行いました。 

 甲状腺がんを対象としたフェーズⅢ試験が中国において進行中です。 

 腎細胞がん（ファーストライン）を対象とした、エベロリムスあるいはペムブロリズマブと

の 2 つの併用療法に関するフェーズⅢ試験が米国と欧州において進行中です。 

 胆道がんを対象としたフェーズⅡ試験が日本において進行中です。 

 RET 転座を有する非小細胞肺がんを対象としたフェーズⅡ試験が日本、米国、欧州、

アジアにおいて進行中です。 

 ペムブロリズマブとの併用による固形がん（子宮内膜がん、腎細胞がん、頭頸部がん、

尿路上皮がん等）を対象としたフェーズⅠ/Ⅱ試験が米国において進行中です。 

○  抗てんかん剤「フィコンパ」（一般名：ペランパネル、英名「Fycompa」） 

 12 歳以上の部分てんかん併用療法に係る適応において、日本、米国、欧州、アジア

等の 55 カ国以上で承認を取得しています。 

 12 歳以上の全般てんかんの強直間代発作に対する併用療法に係る適応において、

日本、米国、欧州、アジア等の 45 カ国以上で承認を取得しています。 

 2017 年 7 月、米国において、部分てんかんの単剤療法での使用に関する承認を取

得しました。 

 てんかんの小児適応に関するフェーズⅢ試験が日本、米国、欧州において進行中で

す。 

 レノックス・ガストー症候群を対象としたフェーズⅢ試験が日本、米国、欧州において

進行中です。 

 部分てんかん単剤療法に関するフェーズⅢ試験が日本において進行中です。 

 

○ 2017 年 9 月、日本において、プロトンポンプ阻害剤「パリエット」（一般名：ラベプラゾー

ル）について、プロトンポンプ阻害剤抵抗性逆流性食道炎に対する維持療法に関して、
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1 回 10mg 1 日 2 回投与する用法・用量追加の承認を取得しました。 

○ 2017 年 9 月、日本において、局所作用型ステロイド「AJG511」（一般名：ブデソニド）に

ついて、潰瘍性大腸炎治療に係る承認を取得しました。 

○ 肥満症治療剤「Belviq」（一般名： lorcaserin）の心血管疾患アウトカム試験（CVOT: 

Cardiovascular Outcomes Trial）について、事前に規定された安全性に関する中間解

析の結果、独立データモニタリング委員会より試験継続の推奨を受領しました。 

 

○ 「アリセプト」について、日本でフェーズⅡ段階にありましたダウン症候群の退行様症状

に係る適応の開発を中止しました。 

 

［主な提携など］ 

○ 2017 年 4 月、日本において、嗅覚識別テスト「UPSIT series」（アップシットシリーズ）の

販売を開始しました。 

○ 米国において、Helsinn Healthcare S.A.（スイス）が Teva Pharmaceuticals USA, Inc.と

Teva Pharmaceutical Industries Ltd.（イスラエル）に対して提起した制吐剤「Aloxi」（一

般名：パロノセトロン塩酸塩）の特許侵害訴訟において、2017 年 5 月 1 日、米国連邦控

訴裁判所がニュージャージー連邦地方裁判所の判決を覆し、訴訟対象となっていた本

剤に関する製剤特許の有効性および侵害を認めないとの裁定を下しました。Helsinnグ

ループは本裁定に対して、再審理の請求を求めており、現時点では連邦控訴裁判所

の判決は確定していません。本剤のジェネリック製品は、連邦控訴裁判所、ニュー

ジャージー連邦地方裁判所、および米国食品医薬品局（FDA）が追加の手続きをとる

まで上市することはできません。当社グループおよび Helsinn グループは、引き続き適

切な対応を図っていきます。 

○  2017 年 5 月、マサチューセッツ工科大学とハーバード大学との共同研究施設である

Broad Institute（米国）と、当社との共同研究チームが 2016 年に見出した創薬ターゲッ

トに対する新規抗マラリア薬開発に向けて、新たな共同研究契約を締結しました。 

○ 2017 年 5 月、欧州において、Bial-Portela & Ca. S.A.(ポルトガル、Bial 社)とライセンス

契約を締結している抗てんかん剤「Zebinix」（一般名：eslicarbazepine)について、Bial

社が部分てんかんの単剤療法に係る適応追加の承認を取得しました。 

○ 2017 年 6 月、ゼリア新薬工業株式会社 (東京都)とのプロトンポンプ阻害剤「E3710」に

関するライセンス契約を終結しました。 

○ 2017 年 9 月、ハラヴェンと抗 PD-1 抗体ペムブロリズマブとの併用療法に関するフェー

ズ Ib/II 試験におけるトリプルネガティブ乳がんの目標症例登録数の拡大について、

Merck & Co., Inc., Kenilworth, NJ, USA と合意しました。 

○ 2017 年 9 月、レンビマと抗 PD-1 抗体ペムブロリズマブとの併用療法に関するフェーズ

Ib/II 試験における子宮内膜がんの目標症例登録数の拡大について、Merck & Co., 

Inc., Kenilworth, NJ, USA と合意しました。 

○ 2017 年 9 月、小野薬品工業株式会社（大阪府）と、肝細胞がんに対するレンビマと同

社の抗 PD-1 抗体ニボルマブとの併用療法に関する開発提携契約を締結しました。 

○ 2017 年 9 月、MAMORIO 株式会社（東京都）と、認知症の方や高齢者を対象とするお

出かけ支援ツール「Me-MAMORIO」（読み：みまもりお）を発売しました。 

○ 2017 年 9 月、EA ファーマ株式会社が国内で開発中の慢性便秘症治療剤「AJG555」
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の共同開発および共同販売に関する契約を、持田製薬株式会社（東京都）と締結しま

した。 

○ 2017 年 9 月、日本において、爪白癬に係る適応で佐藤製薬株式会社（東京都）が承

認申請中の「BFE1224」（一般名：ホスラブコナゾール）について、共同プロモーションに

関する契約を締結しました。 

○ 2017 年 10 月、米国子会社である Eisai Inc.が、Grupo Biotoscana（ウルグアイ）と、中南

米における抗がん剤「ハラヴェン」と「レンビマ」および抗てんかん剤「Fycompa」と「イノ

ベロン」を対象とする独占的ライセンス契約を締結しました。ただし、メキシコにおいては、

「ハラヴェン」と「レンビマ」を今まで通り自社販売します。 

○ 2017 年 10 月、日本において、抗リウマチ剤「コルベット錠 25mg」に関して、当社による

富山化学工業株式会社（東京都）の製造販売承認の承継、ならびに大正製薬株式会

社（東京都）および大正富山医薬品株式会社(東京都)から当社への販売移管につい

て合意しました。 

○ 2017 年 10 月、Biogen Inc.（米国、以下 Biogen）とのアルツハイマー病治療剤の共同開

発・共同販売に関する提携契約を拡大し、抗アミロイドβ抗体 aducanumab に対する

共同開発・共同販促オプション権を行使するとともに、aducanumab の販売に向けて、

各地域において各社が有する強みを活かし、売上に応じて各社が得る地域別利益配

分を調整しました。さらに、両社は、日本において、Biogen の多発性硬化症治療剤

「Avonex（アボネックス）」、「Tysabri（タイサブリ）」、「Tecfidera（テクフィデラ）」について

現在 Biogen が訪問していない施設に対する共同販促を行うとともに、アジア（中国除く）

において、上記 3 製品と「Plegridy」について当社が販売を行い、その売上を計上しま

す。 
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2）今後の見通し（2017年 4月 1日～2018年 3月 31日） 

［連結業績の見通し］ 

2017 年 5 月 10 日に公表した連結業績の見通しから変更はありません。 

（％表示：対前期増減率）   
 

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益 
親会社の所有
者に帰属する 
当期利益 

基本的 
1 株当たり 
当期利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円    ％ 百万円   ％      円 

通期 575,500  6.8   60,000  1.6 58,300  1.1   41,300 △2.2 39,800 1.1 139.17 

* 前提為替レート：1 米ドル 113 円、1 ユーロ 120 円、1 英ポンド 141 円、1 人民元 16.30 円 

* 本連結業績見通しには、当社が 2017 年 5 月 3 日に発表した、米国における制吐剤「Aloxi」の特許侵害訴訟

に関するリスクによる影響は含めていません。 

 

［将来予想に関する事項と事業等のリスク］ 

○ 本発表において提供される資料ならびに情報は、現在における予想、目標、評価、見

通し、リスクを伴う想定などの不確実性に基づくものを含んでいます。従って、さまざまな

要因の変化により、将来予想などが実際の結果と大きく乖離する可能性があります。リ

スクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動と 

いった日本および国際的な経済状況が含まれています。 

○ 当社グループの連結業績を大幅に変動させる、あるいは投資判断に重要な影響を及

ぼす可能性のあるリスクは、次のとおりです。なお、これらのリスクは、本資料作成日現

在において判断、予想したものです。 

製品の安全性および品質に関するリスク、副作用発現のリスク、訴訟に関するリスク、法

規制に関するリスク、知的財産に関するリスク、新薬開発の不確実性に関するリスク、医

療費抑制策に関するリスク、ジェネリック医薬品に関するリスク、海外展開におけるリスク、

他社とのパートナーシップに関するリスク、企業買収や製品買収等に関するリスク、外

部への業務委託に関するリスク、IT セキュリティおよび情報管理に関するリスク、財務報

告に係る内部統制の整備等に関するリスク、金融市況および為替の動向に関するリス

ク、工場の閉鎖または操業停止のリスク、環境に関するリスク、ならびに災害等に関する

リスク 

○ なお、上記リスク項目の詳細に関しては、当社の有価証券報告書の「事業等のリスク」を

ご参照ください。 

 

3）利益配分に関する考え方および当中間（第 2 四半期末）配当 

当社は、株主還元については、健全なバランスシートのもと、連結業績、親会社所有

者帰属持分配当率（DOE）およびフリー・キャッシュ・フローを総合的に勘案し、シグナリ

ング効果も考慮して、株主の皆様へ継続的・安定的に実施します。DOE は、連結純資

産に対する配当の比率を示すことから、バランスシートマネジメント、ひいては資本政策を

反映する指標の一つとして位置づけています。自己株式の取得については、市場環境、

資本効率等に鑑み適宜実施する可能性があります。なお、健全なバランスシートの尺度

として、親会社所有者帰属持分比率、負債比率（Net DER）を指標に採用しています。 

当社は、剰余金の配当等に関しては取締役会決議とすることを定款に定めています。

当中間（第 2 四半期末）配当金は、従来の予想どおり、1 株当たり 70 円（前年同期と同
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額）とさせていただきます。 

 

4）コーポレートガバナンスに関連する事項 

当社は、常に最良のコーポレートガバナンスを追求し、その充実に継続的に取り組んでい

ます。当社は、株主の皆様の権利を尊重し、経営の公正性・透明性を確保するとともに、経営

の活力を増大させることがコーポレートガバナンスの要諦であると考え、次の基本的な考え方

および行動指針を「コーポレートガバナンスガイドライン」に定め、その実践により、コーポレー

トガバナンスの充実を実現していきます。 

［株主の皆様との関係］ 

・株主の皆様の権利を尊重する。 

・株主の皆様の平等性を確保する。 

・株主の皆様を含む当社のステークホルダーズとの良好・円滑な関係を構築する。 

・会社情報を適切に開示し、透明性を確保する。 

［コーポレートガバナンスの体制］ 

・当社は指名委員会等設置会社とする。 

・取締役会は、法令の許す範囲で業務執行の意思決定を執行役に大幅に委任し、経営の

監督機能を発揮する。 

・取締役会の過半数は、独立性・中立性のある社外取締役とする。 

・執行役を兼任する取締役は、代表執行役 CEO 1 名のみとする。 

・経営の監督機能を明確にするため、取締役会の議長と代表執行役 CEO とを分離する。 

・指名委員会および報酬委員会の委員は、全員を社外取締役とし、監査委員会の委員は、

その過半数を社外取締役とする。 

・指名委員会、監査委員会および報酬委員会の各委員長は社外取締役とする。 

・財務報告の信頼性確保をはじめとした内部統制の体制およびその運用を充実する。 

 

   なお、当社のコーポレートガバナンスガイドライン、取締役会規則、指名委員会規則、監査委員

会規則、報酬委員会規則、およびコーポレートガバナンス体制に関する状況を以下のホームペー

ジに掲載しています。  

（http://www.eisai.co.jp/company/governance/index.html）  

また、「コーポレートガバナンス報告書」を東京証券取引所へ報告し、同取引所ならびに以下の

当社のホームページに掲載していますのでご参照ください。 

（http://www.eisai.co.jp/company/governance/cgregulations.html） 
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	［キャッシュ・フローの状況］（2017年4月1日～2017年9月30日）
	○ 営業活動から得たキャッシュ・フローは、125億92百万円の収入（前年同期より142億8百万円減）となりました。税引前四半期利益は274億44百万円、減価償却費は128億33百万円でした。
	○ 投資活動によるキャッシュ・フローは、95億90百万円の支出（前年同期は130億16百万円の収入）となりました。資本的支出等(注)は87億56百万円でした。
	○ 財務活動によるキャッシュ・フローは、166億75百万円の支出（前年同期より18億46百万円の支出増）となりました。配当金の支払いは228億93百万円でした。
	○　以上の結果、現金及び現金同等物の残高は、1,764億81百万円（前期末より102億95百万円減）となりました。
	○　なお、営業活動によるキャッシュ・フローから資本的支出等を差し引いたフリー・キャッシュ・フローは、38億36百万円となりました。

	（3）研究開発などの状況
	［開発品の状況］
	○ 抗がん剤「ハラヴェン」（一般名：エリブリン）
	 乳がんに係る適応において、日本、米国、欧州、アジア等の60カ国以上で承認を取得しています。
	 脂肪肉腫（日本では悪性軟部腫瘍）に係る適応において、日本、米国、欧州、アジア等の45カ国以上で承認を取得しています。
	 2017年6月、中国における乳がんに係る適応の新薬承認申請について、規制に従い申請を一旦取り下げました。追加の臨床試験を実施する予定はなく、追加資料提出の準備が整い次第、再申請を行う予定です。
	 転移性トリプルネガティブ乳がんを対象としたMerck & Co., Inc., Kenilworth, NJ, USAの抗PD-1抗体ペムブロリズマブとの併用療法に関するフェーズⅠ/Ⅱ試験が米国において進行中です。
	 HER2ネガティブ乳がんを対象とした、Halozyme Therapeutics Inc.（米国）が開発中のPEG化遺伝子組換えヒト型ヒアルロン酸分解酵素PEGPH20との併用療法に関するフェーズⅠ/Ⅱ試験が米国において進行中です。
	○  抗がん剤「レンビマ」（一般名：レンバチニブ、欧州における腎細胞がんに係る製品名：「Kisplyx」）
	 甲状腺がんに係る適応において、日本、米国、欧州、アジア等の50カ国以上で承認を取得しています。
	 腎細胞がん（セカンドライン）を対象とした、エベロリムスとの併用療法に係る適応において、米国、欧州等の40カ国以上で承認を取得しています。
	 甲状腺がんを対象としたフェーズⅢ試験が中国において進行中です。
	 腎細胞がん（ファーストライン）を対象とした、エベロリムスあるいはペムブロリズマブとの2つの併用療法に関するフェーズⅢ試験が米国と欧州において進行中です。
	 胆道がんを対象としたフェーズⅡ試験が日本において進行中です。
	 RET 転座を有する非小細胞肺がんを対象としたフェーズⅡ試験が日本、米国、欧州、アジアにおいて進行中です。
	 ペムブロリズマブとの併用による固形がん（子宮内膜がん、腎細胞がん、頭頸部がん、尿路上皮がん等）を対象としたフェーズⅠ/Ⅱ試験が米国において進行中です。
	○  抗てんかん剤「フィコンパ」（一般名：ペランパネル、英名「Fycompa」）
	 12歳以上の部分てんかん併用療法に係る適応において、日本、米国、欧州、アジア等の55カ国以上で承認を取得しています。
	 12歳以上の全般てんかんの強直間代発作に対する併用療法に係る適応において、日本、米国、欧州、アジア等の45カ国以上で承認を取得しています。
	 2017年7月、米国において、部分てんかんの単剤療法での使用に関する承認を取得しました。
	 てんかんの小児適応に関するフェーズⅢ試験が日本、米国、欧州において進行中です。
	 レノックス・ガストー症候群を対象としたフェーズⅢ試験が日本、米国、欧州において進行中です。
	 部分てんかん単剤療法に関するフェーズⅢ試験が日本において進行中です。
	○ 2017年9月、日本において、プロトンポンプ阻害剤「パリエット」（一般名：ラベプラゾール）について、プロトンポンプ阻害剤抵抗性逆流性食道炎に対する維持療法に関して、1回10mg 1日2回投与する用法・用量追加の承認を取得しました。
	○ 2017年9月、日本において、局所作用型ステロイド「AJG511」（一般名：ブデソニド）について、潰瘍性大腸炎治療に係る承認を取得しました。
	○　肥満症治療剤「Belviq」（一般名：lorcaserin）の心血管疾患アウトカム試験（CVOT: Cardiovascular Outcomes Trial）について、事前に規定された安全性に関する中間解析の結果、独立データモニタリング委員会より試験継続の推奨を受領しました。
	○ 「アリセプト」について、日本でフェーズⅡ段階にありましたダウン症候群の退行様症状に係る適応の開発を中止しました。

	［主な提携など］
	○ 2017年4月、日本において、嗅覚識別テスト「UPSIT series」（アップシットシリーズ）の販売を開始しました。
	○　米国において、Helsinn Healthcare S.A.（スイス）がTeva Pharmaceuticals USA, Inc.とTeva Pharmaceutical Industries Ltd.（イスラエル）に対して提起した制吐剤「Aloxi」（一般名：パロノセトロン塩酸塩）の特許侵害訴訟において、2017年5月1日、米国連邦控訴裁判所がニュージャージー連邦地方裁判所の判決を覆し、訴訟対象となっていた本剤に関する製剤特許の有効性および侵害を認めないとの裁定を下しました。Helsinn...
	○  2017年5月、マサチューセッツ工科大学とハーバード大学との共同研究施設であるBroad Institute（米国）と、当社との共同研究チームが2016年に見出した創薬ターゲットに対する新規抗マラリア薬開発に向けて、新たな共同研究契約を締結しました。
	○　2017年5月、欧州において、Bial-Portela & Ca. S.A.(ポルトガル、Bial社)とライセンス契約を締結している抗てんかん剤「Zebinix」（一般名：eslicarbazepine)について、Bial社が部分てんかんの単剤療法に係る適応追加の承認を取得しました。
	○　2017年6月、ゼリア新薬工業株式会社 (東京都)とのプロトンポンプ阻害剤「E3710」に関するライセンス契約を終結しました。
	○　2017年9月、ハラヴェンと抗PD-1抗体ペムブロリズマブとの併用療法に関するフェーズIb/II試験におけるトリプルネガティブ乳がんの目標症例登録数の拡大について、Merck & Co., Inc., Kenilworth, NJ, USAと合意しました。
	○　2017年9月、レンビマと抗PD-1抗体ペムブロリズマブとの併用療法に関するフェーズIb/II試験における子宮内膜がんの目標症例登録数の拡大について、Merck & Co., Inc., Kenilworth, NJ, USAと合意しました。
	○　2017年9月、小野薬品工業株式会社（大阪府）と、肝細胞がんに対するレンビマと同社の抗PD-1抗体ニボルマブとの併用療法に関する開発提携契約を締結しました。
	○　2017年9月、MAMORIO株式会社（東京都）と、認知症の方や高齢者を対象とするお出かけ支援ツール「Me-MAMORIO」（読み：みまもりお）を発売しました。
	○　2017年9月、EAファーマ株式会社が国内で開発中の慢性便秘症治療剤「AJG555」の共同開発および共同販売に関する契約を、持田製薬株式会社（東京都）と締結しました。
	○　2017年9月、日本において、爪白癬に係る適応で佐藤製薬株式会社（東京都）が承認申請中の「BFE1224」（一般名：ホスラブコナゾール）について、共同プロモーションに関する契約を締結しました。
	○　2017年10月、米国子会社であるEisai Inc.が、Grupo Biotoscana（ウルグアイ）と、中南米における抗がん剤「ハラヴェン」と「レンビマ」および抗てんかん剤「Fycompa」と「イノベロン」を対象とする独占的ライセンス契約を締結しました。ただし、メキシコにおいては、「ハラヴェン」と「レンビマ」を今まで通り自社販売します。
	○　2017年10月、日本において、抗リウマチ剤「コルベット錠 25mg」に関して、当社による富山化学工業株式会社（東京都）の製造販売承認の承継、ならびに大正製薬株式会社（東京都）および大正富山医薬品株式会社(東京都)から当社への販売移管について合意しました。
	○　2017年10月、Biogen Inc.（米国、以下Biogen）とのアルツハイマー病治療剤の共同開発・共同販売に関する提携契約を拡大し、抗アミロイドβ抗体aducanumab に対する共同開発・共同販促オプション権を行使するとともに、aducanumab の販売に向けて、各地域において各社が有する強みを活かし、売上に応じて各社が得る地域別利益配分を調整しました。さらに、両社は、日本において、Biogenの多発性硬化症治療剤「Avonex（アボネックス）」、「Tysabri（タイサブリ）」、「...
	3）利益配分に関する考え方および当中間（第2四半期末）配当
	当社は、株主還元については、健全なバランスシートのもと、連結業績、親会社所有者帰属持分配当率（DOE）およびフリー・キャッシュ・フローを総合的に勘案し、シグナリング効果も考慮して、株主の皆様へ継続的・安定的に実施します。DOE は、連結純資産に対する配当の比率を示すことから、バランスシートマネジメント、ひいては資本政策を反映する指標の一つとして位置づけています。自己株式の取得については、市場環境、資本効率等に鑑み適宜実施する可能性があります。なお、健全なバランスシートの尺度として、親会社所有者帰属...
	当社は、剰余金の配当等に関しては取締役会決議とすることを定款に定めています。当中間（第2四半期末）配当金は、従来の予想どおり、1株当たり70円（前年同期と同額）とさせていただきます。
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